
　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会

を
迎
え
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
含

め
た
多
く
の
人
に
と
っ
て
暮
ら
し

や
す
い
、歩
い
て
暮
ら
せ
る
、に
ぎ

わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、昨
年
９

月
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
進
め

る
方
針
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
自
治
体
が
都
市
機
能

の
無
秩
序
な
拡
散
に
歯
止
め
を
か

け
、
多
様
な
都
市
機
能
が
コ
ン
パ

ク
ト
に
集
積
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
よ
う
、「
ま
ち
づ
く
り

三
法
」（
中
心
市
街
地
活
性
化
法
、

都
市
計
画
法
、
大
規
模
小
売
店
舗

立
地
法
）
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
さ
れ
た
法
の
中
で
は
、｢

選

択
と
集
中｣

の
考
え
に
基
づ
き
、

内
閣
総
理
大
臣
が
認
定
す
る
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定

し
た
市
町
村
に
対
す
る
、
よ
り
手

厚
い
支
援
（
ま
ち
づ
く
り
の
ア
ク

セ
ル
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

現
行
の
鳥
取
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
の
方
向
性
「
住
み

た
い  

行
き
た
い  

ふ
る
さ
と
鳥

取
」
を
基
本
に
、
策
定
委
員
会
・

庁
内
委
員
会
を
設
置
し
見
直
し
を

進
め
ま
す
。策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

実
現
可
能
で
効
果
的
な
計
画
に
す

る
た
め
、「
鳥
取
市
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
」
や
市
民
の
み
な

さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、
19

年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

従
来
の
計
画
に
お
い
て
不
十
分

で
あ
っ
た
項
目
に
つ
い
て
、
早
急

に
見
直
す
と
と
も
に
、
市
街
地
機

能
の
拡
散
の
抑
制
（
ま
ち
づ
く
り

の
ブ
レ
ー
キ
）
を
図
り
、
中
心
部

の
市
街
地
機
能
を
強
化
す
る
こ
と

で
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
効
率
的

な
市
街
地（
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
）

へ
の
転
換
を
め
ざ
し
ま
す
。
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ま
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を
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魅
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
へ

魅
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
へ  

〜〜

　公共施設やさまざまな都市機能が立地している中心市街地の
活性化は、本市にとって重要な課題です。
　特に、平成 19年度には、中心市街地が魅力とにぎわいのあ
るまちとなるよう、市民のみなさんと協力しながら、大きく前
進させたいと思います。
　中心市街地活性化の取り組みについて考えてみましょう。
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